
確認プリント解答【中学校２年生】データの活用 
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(2) 
（解答例） 
全校の回答用紙９０枚をくじにする場合は全部で９０通りの出方が

あり，Ｆが選ばれるときは，場合の数が２７通りなので確率はであ

る。また，１年生の回答用紙５０枚だけをくじにする場合は全部で５

０通りの出方があり，Ｆが選ばれるときは，場合の数が２０通りなの

で確率はである。２つの場合の確率を比べると，よりの方が大き

い。よって，全校の回答用紙９０枚をくじにする場合よりも１年生の

回答用紙５０枚だけをくじにする場合の方がＦが選ばれやすい。 
 

 

 



⑨ 

(1) 
（解答例） 
アを選択 

 コマＡの回った時間の方がコマＢの回った時間より５５秒以上の

階級の度数の合計が大きいので，コマＡの方がより長い時間回り

そうなコマである。だから，コマ回し大会ではコマＡを選ぶ。 

イを選択 

 コマＢの回った時間の方がコマＡの回った時間より５０秒以上の

階級の度数の合計が大きいので，コマＢの方がより長い時間回り

そうなコマである。だから，コマ回し大会ではコマＢを選ぶ。 

(2)   ア 

 

⑩ 

(1)   １０ 

(2) 
（解答例） 
１９９１年～２００５年の箱ひげ図の箱よりも２００６年～２０２０年の箱

ひげ図の箱の方が右側にある。したがって，２００６年～２０２０年の

黄葉日は，１９９１年～２００５年の黄葉日より遅くなっている傾向に

ある。 
 


